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 3月１１日（火）、体育館にて三年生を送る会が行われました。 

『「瑠璃三鳥」＋パンダ 大空（進路）に向かって自由に羽ばたく三年生を、一、二年生が

風となり支えよう』のスローガンのもと、「生徒たちの手作りの卒業式」を創り上げまし

た。多くの保護者の皆様にも見守っていただきながら開催できたことをとてもうれしく思い

ます。3年生への深い感謝の気持ちが詰まった、とても温かい会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3月１４日（金）、春の暖かな光の中、南中学校「第４０回卒業式」が挙行されました。

たくさんの方々に見守っていただきながら卒業生７７名が義務教育の課程を修了し、それ 

ぞれの進路に向かって旅立っていきました。 

厳かな中にも温かさのある卒業式となりました。 

 卒業生７７名の新たな世界での未来に、幸多からん事を心から祈っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  3月２６日（水）、修了式を挙行し、令和６年度の教育活動のすべてが終了となりまし

た。保護者、地域、そして関係機関等のすべてのみなさまに見守っていただき、生徒たち

は元気に学校生活を過ごすことが出来ました。心から感謝申し上げます。 

来年度も地域に愛される学校づくりを進めてまいりますので、引き続きのご指導、ご支援

を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

  

新たな世界への旅立ち～卒業式～ 

 

南中令和６年度終了～修了式を挙行～ 
 

 【学校教育目標】 

自ら考え判断し正しい行動 

のできる生徒 
 

 令和７年３月２６日発行 

文責 校長 田嶋直美 

南中全員で創り上げた三年生を送る会 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

             

   

 

 

  

 

 

 

今年度の最終号となります。1 年間のご愛読、ありがとうございました。 

 

３年間、各分野で活躍した生徒が埼玉県より表彰

されました。 

 

○埼玉県教育委員会優良児童・生徒表彰 

３年  千葉 愛海 

○埼玉県体育優良児童・生徒表彰 

３年  山下 鷹雅 

３年  猪鼻 華々 

○埼玉県産業教育振興会表彰 

３年  横谷 禾望 

おめでとうございます！ 

月 日 曜 行事 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

４ 金 準備登校 

８     火 第４１回入学式・始業式 

９ 水 短縮授業 第１回防災訓練 

10 木 
短縮授業 給食開始 体育朝会 

新入生オリエンテーション 

11 金 
1年生知能検査 
情報モラル教室  

14 月 発育測定 

15 火 
第Ⅰ期時間割開始 

仮入部① 

16 水 
耳鼻科検診 

生徒会の日① 

17 木 
3年全国学力・学習状況調査 

仮入部② 

18 金 仮入部③ PTA総会（書面決議） 

21 月 ふれあいデー 

２２ 火 
眼科検診 仮入部④ 

市教育委員会年度当初学校訪問 

２３ 水 
入部届提出 尿検査 1次 

中央委員会① 

２４ 木 尿検査 1次  生徒証明写真撮影  

２５ 金 生徒朝会 

２６ 土 授業参観 学年懇談会 部活動保護者会 

２８ 月 振替休業日（4月 26日分） 

29 火 昭和の日 

３０ 水 4時間授業 ③④人権教育 

５ 

２ 金 学校朝会 

３ 土 憲法記念日 

４ 日 みどりの日  

５ 月 こどもの日 

６ 火 振替休業日 

７ 水 
埼玉県学力・学習状況調査（3年） 

生徒会の日② 

８ 木 埼玉県学力・学習状況調査（２年） 

９ 金 
埼玉県学力・学習状況調査（1年） 

南小中学校運営協議会①（南小） 

・今後の状況によっては、変更の可能性もあることをご

理解ください。 

今後の主な行事予定 

埼玉県より表彰 

8月 29日発行の学校だより第 5号でも紹介し

ました。 

『かくれてしまえばいいのです』は、生きるこ

とがしんどいと感じている子ども・若者のための

Web空間です。匿名・無料で 24時間いつでも利

用できます。生きることがしんどいと感じたとき

に逃げ込める「現代版の駆け込み寺」として、「い

まのつらさに耐えられない→この世から消えて楽

になりたい→であれば、まずは一度この世からか

くれてしまいましょう」という子どもたちへの提

案なのだそうです。 

厚生労働省の補助事業「SNS等自殺防止相談事

業関連プロジェクト」として、絵本作家のヨシタ

ケシンスケ氏の協力のもと、NPO法人ライフリン

クさんが運営しています。毎日 3万回前後のアク

セスが続いているそうです。 


